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クォーター制の完全導入について（通知） 

 
平素より多大なるご支援をいただき誠にありがとうございます。 
さて、先般国際ホッケー連盟（以下「FIH」という）から、競技時間の変更通知
がありました。この改訂に伴い、日本国内の試合においても、次のとおり FIH
同様の競技時間を導入することといたしましたので通知いたします。 
 

記 
 
１	
 試合時間	
 	
 １ピリオド 15分で 4ピリオドからなるクォーター制とする。 
２	
 対象試合	
 	
 高校生以上の１１人制の試合すべてに適用する。 
３	
 適用期日	
 	
 平成３０年４月１日から適用する。 
４	
 休憩時間	
 	
 １Pと２P並びに３Pと４Pの間は 2分間 

２Pと３Pの間は１０分間の休憩時間（ハーフタイム）をとる。 
休憩時間は大会規模に応じて適宜変更してよい。 

５	
 時間停止	
 	
 PC 判定後および得点後は、40 秒間競技時間を停止すること
を原則とするが、大会規模に応じて時間を停止せずに実施す

る方式を採用することもできる。 
６	
 そ の 他	
 	
 上記の変更は、大会レギュレーションとして参加チーム等に

事前に通知されておくものとする。ただし、１P の競技時間
15分を変更することはできない。 
また、本規則が適用となった時点で、給水タイムに関する通

知は撤廃となる。そのため、2分間の休憩時間中にコーチング
を行っても良いが、規定の時間が経過した時点でチームの準

備が整っていなくても試合を再開することを原則とするため、

注意しておくこと。 
 
このことについての問い合わせは、（公社）日本ホッケー協会	
 技術委員会 
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